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概要　自然排卵周期を有す る 不妊患者33例 に 対 し，分泌期中期を中心 に 超音 波子宮内膜像と 子宮内膜組

織像 と を 比較検討 した ．超音波子宮内膜像 は ，内膜基底層 部分 か ら内腔 に 向 け て 広 が る高輝度部分

hyperechoic　endometrial 　area （HEA ） が子宮内膜 に 対 し占 め る割合 （HEA 　ratio ）を測定した ．組織

学的 日付診 は 腺上皮細胞 の N ／C 比 ， 分泌上皮細胞 ， 核下空胞腺，核上空胞腺，腺分泌，腺腔比，腺／間

質比，間質比，間質細胞密度，問質細胞 mitosis ，血管周囲細胞浸潤，脱落膜様変化／間質比 の 12個 の パ

ラ メ
ー

タ を用 い て 数量化 した ．な お ， 排卵の 確認 は 月経周期 10日 目前後よ り連 日 の 経腟超音波断層法を

施行 し ， 主席卵胞 消失 日を排卵 日 （LO）と し た．子宮内膜組織は L5〜LIOに経腟超音波断層法 に て 子 宮

内膜を正中部矢状断面で 観察後 ， 子宮底部に近 い 正 中部の 前面及 び後面か ら
一掻ぎ掻爬 に て 採取 した ．

そ の 結果 ， 子宮内膜描出が で ぎな か つ た 2 例を除 く31例の うち，定型的超音波子宮内膜像 を示 した 20例
に お い て HEA 　ratio 　80％が組織学的日付診 の L6，90％が L9に 相当 し，超音波子宮内膜像 に よ る 日付 診

と な る 可能性が示 唆さ れ た．
一

方，HEA 　ratio 測定不 能 な 非定型的超音波子宮内膜像 を呈 し た 11例 を ，

  高輝度型 （分泌期前半よ り HEA 　ratio ほ ぼ100％ の 高輝度内膜像を塁す る ） 5 例，  斑型 （高輝度部

分 と低輝度部分が混在す る 子宮内膜像を 呈す る ） 5 例，  低輝度型 （分泌期 中期 に お い て も高輝度部 分

を伴わ ない 内膜線を呈す る）1 例 の 三 つ に 分類 し組織像 と比較 し た，高輝度型 は 腺 の dating遅延 と間質
に お い て 細胞密度 の 増加，一

部 に datingの 部分亢進 が 認 め られ る．斑型 は 症例 に よ り同
一

組織内 で腺間

質 の 部分的 datingの 解離が，低輝度型 は 腺 の 低形成及び分泌障害 の 状態 が認 め られ，組織学的 に も 日付

診 が 困難 な内膜所見を呈 した ．
’
以上 よ り， 経腟超音波 に よ る 子宮内膜像 は 内膜全体 の組織学的正常，異

常状態を把握 し うる こ とを示 した ．

Synopsis　Transvaginal 　sonographic 　 endometrial 　images 　 and 　 endometr 三al　biopsies　 were 　obtained 　during
the　luteal　phase （L5 〜L10）from　31　patients　with 　normal 　menstrual 　cycles ，　 The　Hyperechoic　Endometrial
Area（HEA ）ratio　was 　used 　as　the　index　of　sonographic 　endometrial 　aating，　and 　12　glandular　and ／or 　stromal

parameters 　were 　used 　 as 　the　index　 of 　histological　endometrial 　dating．　 The　day　 of 　 ovulation 　was 　deter・

mined 　with 　sequential 　transvaginal　sonography ．　 In　20　patients　with 　a 　typical　sonographic 　image， 80％ of

the　HEA 　 ratio 　was 　equal 　to　L6　based 　on 　the 　histolog三cal 　endometrial 　dating，　and 　90％ was 　equal 　to　L9，
These　results 　suggested 廿｝e　e伍cacy 　of　the　sonographic 　endometrial 　dating．　 The　remaining 　ll　patients 　with

an 　atypical 　sonographic 　endometrial 　image　were 　class 三且ed 　into　3　groups （hyperechoic，　spotted 　and 　hypoe −

choic 　type）．　 Two 　characteristic 　features
，
　delayed　glandular　element 　and 　increased　stromal 　cell　density，

were 　observed 　in　the　hyperechoic　grQup ．　 On 　the 　other 　hand ，　dissociation　between 　glandular　and 　stromal

dating　was 　observed 　in　the　spotted 　group ，　 Hypoplastic　glands 　and 　insu伍 cient 　secretion 　were 　characteristic

of　the　hypoechoic　group ．　 These　results 　show 　that　sonographic 　endometrial 　dating　has　clinical 　ef丘cacy ．
This　dating　has　enough 　coincidence 　with 　endometrial 　histology．　 Moreover

，
　two 　advantages 　were 　recog ・

nized 　in　the　sonographic 　dating　over 　the　histological　dating。　One　is　the　non −invasive　examination ，　and 　the

other 　is　the　real・time 　evaluation 　of　the　endometrium ．
Key 　words ： Sonographic　endometrial 　image・Histological　 endometrial 　dating・Secretory　phase

　　　　　　　　　 緒　　言

排卵周期 に お ける 子宮内膜超音波縁 は増殖期か

ら排卵 まで 肥厚 し ， 増殖期後期か ら分泌期中期 に

か けて は ，筋層 に 接 し た 部分か ら中心 に 向か つ て

徐 々 に 高輝度領域 が占め て く る
2）．こ の うち，分泌

期前期か ら中期に お け る子宮内膜超音波像の 変化
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は
， 子宮内膜腺組織や 間質の 変化 に よ り起 こ る と

され て い る．し か し ，

一部 に は 子宮内膜像がそ の

よ うな定型的変化 を示 さな い 症例 も認め られ る．
一

方 ， 不妊症検査 に お ける 子宮内膜組織 日付診 は

着床時期 の 子宮内膜状態 を知 る うえで 重要 で あ る

が，同様 に 日付診 の 遅延 を初め ，さま ざま な内膜

異常の 示す症例 もあ る．そ こ で 定型的ある い は非

定型的超音波子宮内膜像を示す症例 の 超音波内膜

像 と組織内膜像と の 関連を 調 べ
， 超音波 に よ る内

膜像の 検査が臨床応用上 ，有用 で ある か 否か を検

討 した．

　　　　 　　　　 研究方法

　 1，対象

　 1989年 8 月か ら1991年 9 月ま で の 間に 当科不妊

外来を受診 した 自然排卵周期症例で 10日以上 の黄

体期を持つ 33症例を 対象 と し た ．年齢は 26〜38歳 ，

平均年齢 は 32．2歳で あっ た．

　 2．超音波検査と超音波 日付診

　超音波断層装置は ALOKA 　 SSD −650　 CL で ， 5

MHz の 経腟用 プ P 一ブを使用 し た ．月経周期10

日目前後よ り連 日，経腟超音波断層法を施行 し子

宮内膜 と卵胞を観察 ， 主席卵胞 の 消失 日を排卵 日

（LO ）と し た ．排卵を確認 したそ の 5 日後 （L5）か

ら10日後（L10）に 来院 させ ，子宮内膜 を観察 した．

経腟超音波断層法に よ る 内膜の 所見は 正中部矢状

断 面で 行い
，

こ の 際 ， 観察され る子宮内膜全体の

厚さ （d）に 対す る高輝度エ コ
ー部 （a ＋ b）の 割合

を hyperechoic　endometrial 　 area （以下 HEA ）

ratio と し て ％表示 （図 1） し た ．

　 3．子宮内膜組織採取

　超音波 に よ る子宮内膜観察に 続 き， 子宮内膜組

織 を ラ イ ヘ ル シ ャ ル ド 氏 生 検 用 キ ュ レ ッ ト

（ATOM 社）を用 い，超音波内膜像に 相当す る 子

宮底部に 近 い 正 中部の 前面及び後面か ら
一

掻 ぎ掻

爬 に て 採取 し ，
ホ ル マ リ ン 固定後 ヘ マ ト キ シ リ ン

エ オ ジ ン 染色を行 つ た ．

　 4．組織学的 日付診

　組織学的 日付診 の 客観化 を図 るた め
， 腺上皮細

胞 の NIC 比 及 び分泌上皮 を計測 し，加 え て 内膜

腺の核下 空胞腺 ， 核上 空胞腺 ， 腺分泌 ， 腺腔比 ，

腺／間質比及 び間質は 間質比
， 細胞密度 ，

mitosis
，

a 十 b
　 　 × 100 （％）
　 d

図 1　 HEA 　rat1o

血管周囲細胞浸潤 ， 脱落膜様変化／間質比 の 12項 目

に つ い て 観察 し た
e）一’11 ）15 ）

．N ／C 比 ex1，200倍で 撮

影 した 3 内膜腺横断面を practical　 stereological

methodi2 ，
（PS 法）に 基 づ ぎ2mm 間 隔 で うつ た

ド ッ トを投影 し ， 腺上皮細胞 の 上 に ある ドッ ト数

と核 の 上 に あ る ド ッ ト数 の 比を 計算 し （以 下 PS

法変法）％表示 した （図 2（a ））．分泌上皮細胞 は 内

膜腺上皮細胞に お い て 腺腔に 分泌を開始 して い る

細胞 （shredded 　cell）とし ， 内膜腺横断面を 400倍

に て 5 個観 察 し，そ の 上 皮細 胞 中 の 分 泌 細 胞

（shredded 　cell） の 比を ％表示 し た 。核下 ・ 核上空

胞腺 は 核下空胞又 は 核上空胞を単独で 5 ％以上 持

つ 腺 と し，組織標本中 の 観察可能 な内膜腺の うち

核下又 は 核上 空胞 を持つ 内膜腺 の 割合を ％表示 し

た ．分泌腺 は 腺腔 に 分泌物を持つ 腺 と し，組織標

本中に ある 内膜腺す べ て を観察 し ， 分泌物を持つ

内膜腺の 割合を％表示 し た ，腺腔比は 組織標本中

の 内膜組織に 対し腺腔部分の 占め る 割合 ， 腺／間質

比は 組織標本中 の 腺成分 （腺腔 ＋腺実質） と間質

の 比，間質比は 組織標本 中の 全 内膜組織に対す る

間質の 占め る 割合 と し た ．これ らet300倍で 3 視野

撮影 した組織内腺像の 写真を用い，内膜組織 と腺

腔 （図 2（b）），腺成分 と間質 ， 内膜組織 と間質の 面

積比をそれぞれ PS 法変法 に て ％表示 した ，間質

の 細胞密度は 400倍 で ， 400μm 四 方区内の 間質細

胞数を 5区計測 し ， そ の 平均値 で 表 した．mitosis

は 間質細胞 500個 中の 核分裂像を持 つ 間質細胞 の

割合 とし％表示 した．血 管周 囲細胞浸潤 は 組織標

本中の 観察可能 な spiral 　vessels の うち細胞 浸潤

を伴 う spiral 　vessels の 割合を ％表示 した ．脱落

膜様変化／間質比 は 間質 に 対 す る脱落膜様変化部

N 工工
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　　　　　　　　 図 2　腺 上 皮 N ／C 比，腺澗 質比 の 算出

分の 占め る 割合 と し
，
300倍で 3視野撮影した写真

を PS 法変法を用 い て そ の 面積比 を％表示 し た．

　5．卵胞 ・黄体 ホ ル モ ン 値測定

　子宮内膜採取 時に 血 中 estradio1 ，
　progesterone

を測定 し た ．な お
， そ の 測定 に は Diagnostic　Prod −

ucts 　Corporation製 エ ス ト ラ ジ オ
ー

ル キ ッ ト，プ

ロ ゲ ス テ ロ ソ キ ッ ト をそ れぞ れ使用 した．

　　　　　　　　　研究成績

　1．定型的超音波子宮内膜像を示す症例

　組織採取時に木の 葉状の 定型的超音波内膜像を

示 し た の は 33例 中20症例で あ り， そ の HEA 　ratio

は 68％か ら100％ の 間で あつ た ．こ れ らを  群 80％

未満 6例，  群80％以 上 90％未満 6例，  群 90％

以 上 8例の 3群 に 分け各群に お け る組織診の 各パ

ラ メ ータ ー
，

estradiol 値及 び progesterone 値 と

比 較 した．

　1）腺 成 分 ：N ／C 比 は そ れ ぞ れ   群31．2±

3．2％ ，   群36．4± 3．5％ ，   群 46．2± 5．7％ と

HEA 　ratio の 上 昇に 伴 い 増大 し ，     群 間 （p ＜

0．05），     ，    群間 （p＜ O．el）で 有意差が 認

め られ た 。核 下空 胞 腺 は   群 に お い て 43．7±

16，8％ と    群 よ り有意に 多 く （pく 0，01），   群

で は 2，3±2．5％ ，   群 で は 1，8± 2．4％ とほ とん ど

認め られ なか っ た ．分泌上皮細胞 は   群に お い て

82．5士 15．7％ と最 も多 く認め られ ，   群 （41．1士

20。3％）と の 間に 有意差が認め られた （p く O．Ol）

が，  群 （56．1± 21．O％） との 間 に は 有意差は 認

め られ な か つ た ．核上空胞腺 は   群 に 4。4± 6．6％ ，

分泌腺は   群に 45．9± 28．6％と多 く認め られた が

三 群 の 間 に 有意差は 認め られ な か つ た （表 1）．

　2）間質 ：細 胞 密 度，mitosis は   群 で 57．4±

10．1， L7 ± 1．5％と最も低値となつ た が，三 群 の

間 に 有意差は 認め られ な か つ た．spiral　vessels 周

囲の 細胞 浸潤は HEA 　ratio 上昇 に 伴 い   群 1．6±

2，4％，  群4．7± 5．2％ と増加 し たが，  群 に お い

て23．8± IL1 ％ と著明 に増加 し ，   群及 び  群 と

表 1　 HEA 　ratio と腺 組 織

HEA 　 ratio 　 症例 数
N 〆C 比
（％）

核 下空胞腺 　　　核上空胞腺　 分泌上皮細胞　　 分泌腺
　 （％）　　　　　 （％）　　　　　 （％）　　　　　 （％）

轢 iii鬟i］：］灘 勉・ 蠶：1継 ：：野・ ：；：：il：：；
0．4± 1．0　　56．1：ヒ2ユ．0　　　　　45．9±28．6

（“　p ＜O．05　 rk＊　p ＜0． 1）　rnean ±SD
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表 2 　HEA 　ratio と間質

HEA ・a… 症微 細鵬 度 職lis 細胞 浸潤 血管　　 脱落 膜様 変化／間質比

　 （％）　　　　　　 （％）

  　一80％　　　6

  80％一・90％　　 6

  go％ −　　 8i 淫li藩lli灘訃
001

．2±2．1

（料 p ＜0．01）　 mean ± SD

表 3　 HEA 　ratio と腺組織 ・間 質

・・A ・a… 症 襁 腺
擶

比 腺
（
腔 比 　 間 質
％）　 　 　 （％ ）

比
100

  〜80％ 　 696 ，0± 28．212 ．  ± 3，352 ．1± 7．5

  80％〜90％　　6　 95，2±31．828 ．4± 19，354 ．0± 10，4

  90％〜 　 8 　99．1±35．613 ．8± 7，152 ．1± 10．9

mean ± SD

の 間に 有意差が認め られた （p 〈 0，01）．脱落膜様

変化／間質比 は  群に お い て 1．2± 2．1％ の み 観察

された の み で 三 群の 間に 有意差は 認め られ な か つ

た 俵 2）．

　3）腺組織 と間質 ：腺澗 質比 は   群に お い て 増

加を認め たが ，三群 の 間に 有意差は 認め られ なか

っ た．
一
方 ， 腺腔比 ， 間質比は   群 に お い て 増加

が認め られた もの の 三 群の 間に 有意差は認め られ

なか つ た （表 3）．

　4）血 中 estradio1 値 ，
　 progesterone 値 ：

estradiol 値 は   Pt145．0± 50．Opg／ml ，   群

118．5± 36．Opg／ml 及 び   群 154．8± 66．9pg／ml

で 三群の 間に 有意差 は 認め られず ， progesterone

値 も  群 14．1± 3．4ng／m1 ，  群 14．1± 2．6ng／ml

及 び  群 15．4± 6．7ng／m1 と三 群 の 間 に 有意差は

認め られ なか つ た． これ らestradiol 値，　 proges−

terone 値 ともに 当科に お い て 自然排卵周期症例

を 用 い て 集 計 し た L4 −−LIOの estradio1 値 ，

progesterone 値 に相当した （表 4 ）．

（
訳）

　

0
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図 3　 HEA 　ratio の 変化

9　　11　 13
　 　 　 　 day

片山 2）t　V一部改変

　5）排卵後 日数と組織学的 日付診 の ずれ ：排 卵

後 日数 に比 べ 組織学的 B付診が 2 日以上 の遅延を

示 し た 症例は 4 例 （20％）で 2 日以上 の亢進を 示

した症例は 1例 （5 ％）で あつ た ． しか し ， 片山 2｝

の 示 し た 排卵後に お け る HEA 　ratio の 変化 （図

3 ） よ り子宮内膜の 排卵後 日数を 求め
， 組織学的

日付診 と比較 した と こ ろ双方 の 日付診は す べ て の

症例で
一

致 し，ずれは 認め られな か つ た．

　2．非定型的超音波子宮内膜像を示す症例

　定型 的 な木 の 葉状 の 超音波 内膜像 を示 さ ず

HEA 　ratio 測 定 が不 可 能 な 11症 例 を エ コ ーパ

タ ーン に よ り，   高輝 度 型 ：分泌 期前半 よ り

HEA 　ratio が ほ ぼ 100％を示 し子宮内膜全体が 高

輝度に なる もの ，  斑型 ：子宮内膜に高輝度部分

と低輝度部分が斑に 混 在す る もの 及び，  低 輝度

表 4　 HEA 　ratio と estradiol ，　progesterone

　 　 　 　 　 　 　 　 　 estradiolHEA 　ratie 　 症 例 数
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （pg ／rn1）

progesterone
　 （ng ／ml ）

estradiol ／progesterone 上匕

  　〜80％　　 6

  80％一一gO％　　6

  　90％ −　 　 　8

145．0±50．0
118、5± 36．0
154，8± 66．9

14．1±3．4
14．1± 2．6
15，4± 6．7

11．2± 2．88
，6±3．2

10．9± 4．8mean

± SD
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（a ）定．型 例 （b）高輝度型

　　　　　（c ）琿　　型　　　　　　　　　　（d）低輝度型

　　　　　　　　　 図 4　超音波子 宮内膜像 （分泌期中期）

（a ）定犁例 ：子宮内膜 は 木 の 葉状 を示 し内 膜基底層部 分 よ り高輝度部分が広 が る．
（b）高輝度型 ：分泌期前半 よ り子 宮内膜 の ほ とん どが か な り強 い 高輝度部分で 占め

られ る．（c ）斑 型 ：高輝度部分 と低輝度部 分 が混 在す る。（d）低輝度型 ：子宮内膜は

木の 葉 状 を 示 す が 分泌 期 中期に お い て も高輝度部分が 出現 し な い ．

（a ）高輝度型 （排卵後6 日目） （b ）斑型 （排卵後 7 日目） （c ）低輝度型 （排卵後8 日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　 図 5　 非 定 型 例組 織像

（a ）高輝度型 ：核下空胞腺 が多数残存 し間 質細胞 密度 も高い ．（b）斑 型 ：核下 空 胞残存 しつ つ も間

質浮腫，血 管周囲 に 脱落膜様変化が 出現．（c ）低輝度型 二腺の 低形成 と核上 空胞 の 残存，間質緬胞

密度 も高い．
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表 5　非定型超音波子宮内膜像症例

エ コ
ーパ タ ー

ン 高輝度型 斑 　　型 低輝度型

症　例　数 5 5 1

腺 N ／C 比 （％）

核下空胞腺 （％）

核上空胞腺（％）

分泌上 皮細 胞 （％）

分泌腺（％）

28．7± 　1．8

40．5±23．1
4，5±3．1
53．4±16，2
22，8± 10．5

41 ．9± 5．7

20．4±9．8
  ．5±o．9
72．4± 10．4
38，6± 25．5

51 ．30
．983
、323
．20

間　質 　 　 　細胞密度

　 　 　 　 mitoslS （％）

　　　　 細胞浸潤血 管（％）

　 　　 　 脱落膜様変化 （％）

84．1±15．0
2．6±1．3
13．2±12．7
0．4±0．5

75．3±：23．0　　　　　　98．0
1．5±：i、1　　　　　　　 0．4
8．1±13．0　　　　　　　19．2
0．1±0．1　　　　　　　 0

腺間質 　　　腺／間質比 （％）　　　 94．8±38．8　　 125．8± 54．5　　　　 23．8
　 　 　 　 腺腔／匕（％）　　　　　　　　　11．9±5．0　　　　　 13．0±2．7　　　　　　　　　1．5

　　 　　 間質比（％）　　　　 53．1±9．2　　　46．7±1G．1　　　 80．8

ホ ル モ ン 値 E2（P9 ／m1 ）

P（ngfml ）

E2／P 比

138．1± 43．1

19，2±3．37
．1±1．e

106．7± 45．1

12，2± 6，7
10，1± 3，3

13．00
．343
．3mean

± SD

型 ：木 の 葉状子宮内膜像を示 すが
， 分泌期中期 に

お い て も子宮内膜に 高輝度部分が出現 しな い もの

の 三 型 に分類 し（図 4），エ コ
ーパ タ

ー
ン と組織所

見 estradiol 値，
　progesterone値 との 比較を検討

した （表 5）．

　1）高輝度型 ：排卵後 5 日 目の 1例 ， 6 日目の 4

例で ある．腺組織は全例で N ／C 比が低 く， 核下空

胞 の残存が認め られ ，
datingの 遅延を示 した．間

質は全例に 細胞密度 が高い が ， 部分的に脱落膜様

変化，細 胞 浸潤 を 示 す 症 例 が 認 め られ た （図

5（a ））．progesterone値 は 最低で 15，9ng／ml と正

常で あつ た ．

　2）斑型 ：排卵後 5 日目の 1例 ， 6 日 目の 2 例及

び 7 ， 10日 目の 1例ず つ で ある． 1例 は 日付診が

一
致 ，

1例 は dating の 遅延が腺 と間質両方 に認め

られる dating遅延例 であつ た．残 り 3例は 採取組

織中の 腺 と間質間 に datingの 解離 する 部分が 存

在 し ， 間質の み促進例及 び遅延例各 1 例ず つ
， 腺

の み の 遅延例 が 1例認 め られ全体 とし て ば らつ き

が 目立 つ た （図 5（b））．estradiol 分泌不 全は 認め

られ ず， 2 例 で progesterone値 が そ れ ぞ れ 3．7

ng ／m1 ， 8．3ng／m1 と低値 を示 した が，内膜の 成熟

との 関連は 認め られ なか つ た．

　 3）低輝度型 ：排卵後 8 日 目 の 1 例の み で あ つ

た．間質 に 比 して 腺成分が少 な く，腺腔比 も小 さ

く， 核上空胞 を多 く残 し，腺の 分泌障害を示 した．

間質 も密度 が高 く腺低 形成 の 状態で あつ た （図

5（c ））．t の 症例 は estradiol　13．Opg／ml ，　 proges−

terone　O．3ng／ml と共に極端 に低値を示 した．

　 3．子宮内膜描出不 能症例

　子宮 の 位置関係で 内膜の 長軸に 対 し
， 超音波 が

垂直方 向で なく水平方向に 入射 した 2例 は子宮内

膜を描 出で きな かつ た ．

　　　　　　　　　 考　　案

　性成熟婦人 の 子宮 内膜は エ ス ト ロ ゲ ン
，

プ ロ ゲ

ス テ ロ ン に よ り周期性変化を示 す．1950年 Noyes

et　aL15 ）に よ り子宮内膜 の 変化 は 組織学的 に 日付

診 と し て 確立 された ．超音波 断層法で は 1979年

Hall　et　aL
エ4）が分泌期に お ける子宮内膜像を報告

し て 以来，以後周期的内膜変化に伴 う超音波内膜

像の 変化を示 す さま ざまな報告
4）5）8）13）16｝がある．片

山
2 ）は 経腟超音波断層法に よ る 連 日 の 子宮内膜観

察に て ，分泌期に 内膜基底層部分か ら内腔に 向け，

高輝度部分 （HEA ）が広が つ て くる こ とを示 し ，

分泌期 の 子宮内膜変化 を HEA 　ratio に て 数量化

した．

　不妊症検査 とし て の 内膜組織診 の 実施時期 は，

着床時 の 内膜状態を 知 る た め に着床期 で ある分泌
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期 中期が中心 に な る．そ の た め
， 超音波断層法 を

子 宮内膜組織診 と対比 させ る に は 分泌期の超音波

内膜像を更に細 分化す る必要 が ある．そ こ で ， 本

研究で は経腟超音波断層 法に よ る HEA 　ratio を

用 い て ， 子宮内膜組織診 と の 対比及 び検討を行つ

た ．そ の 結果， 定型的超 音波子宮内膜像 を示した

症例 に お い て は
，
HEA 　ratio 　80％未満で は 核下 空

胞が多数み られ，細胞密度 も高い ．それ が80％ を

越え る と， 核下 ・核上空胞腺が減少 ， 腺細胞 の N ／

C 比 ， 分泌上 皮細胞が増加 し，間質 の 細胞密度，

mitosis が最低 とな つ た．更に 90％を越 え る と腺

細胞 の N ／C 比 は 更 に 増加す るが，分泌上 皮細胞

は減少 ， か わ りに 分泌腺が増加 した ．また 間質 は

細胞密度 ， mitosis が増加 し ， 血管 周囲 の 細胞浸

潤 ， 脱落膜様変化が出現 し て い た ．こ れ を 分泌期

の 内膜組織変化に 合わせ ると，HEA 　ratio 　80％は

L6，90％は L9 に相当 し ， 片山
2）の報告に よ る排卵

後 日数と HEA 　ratio 関係 と ほ ぼ一
致し た ．また ，

今回 の 症例の 中に は dating遅延症例 4 例，促進症

例 1例が含 まれ て い るが， こ れ ら症例に 於 い て も

HEA 　ratio と組織学的 日付診は
一

致し ， 超音波に

よ る 内膜 日付診が可 能で ある こ とが 示 され た．

　非定型的超音波子宮内膜像 3 パ タ ーン の 中で 斑

型 め 5例 の うち 3 例 は 同
一

標本 内に さ ま ざ まな

datingの 腺 と間質 が入 り交 じつ て い たが
， それ ら

に 決ま つ た傾向は認め られず，ば らつ ぎが大 きか

つ た．超音波像で はば らつ い た 各時期 の組織 の 混

在に よ り， 部分的に エ コ
ー

量 の 増減が起 こ り， 不

均
一

エ コ
ー
像を生 じた と考 え られ る．標本中 の 腺

と間質 の datingが共 に 一致 し た 2 例 は 偶然 に も

ば らつ きの な い 部分の み を
一

掻 き掻爬に て 採取 し

た可能性 もあ り， 斑型 の背景 に は 同
一

内膜内に さ

ま ざまな datingの 組織 の 存在 が あ る と考え られ

る ．低輝度型は 排卵 し て も progesterone 産生が不

足 し，内膜 の 成熟 が起 こ らず早期で 停止 し て い た．

そ の た め ，
エ コ

ー
量 の 増加が起 こ らず，HEA が広

が らな い もの と考え られる．よつ て ， 低輝度型 の

背景 は progesterone 産生 不 全 に よ る腺成 分 の 成

熟不 全 と考え られ た ．
一

方 ， 高輝度型は
， 腺成分

の み で い うと量 も質 も HEA 　ratio 　80％未満 の 正

常 パ タ
ー

ン 例 と差 は な く，差 が認め られ る の は 間
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質の み で あ る．すなわち ， 全体に 間質細胞密度が

高 く，一部症例 に 血 管周辺 の 細胞浸潤や 脱落膜様

変化が 認め られた ．よつ て ，高輝度型 の 背景に は

ス テ ロ イ ドホ ル モ ン に 対す る間質の 反応異常が あ

る と考 えられ る．

　 estradiol 値 ，
　 progesterone 値 か らみ る と定型

的超音波子宮 内膜像例 で は HEA 　ratio 　80〜90％
の 群 の estradiol 値 が低 い 傾 向が認め られた もの

の 有意差は 認 め られ な か つ た ．
一方 ， 非定型的超

音 波 子 宮 内 膜 像 例 で は 低 輝 度 型 が 著 明 な

estradiol
，
　progesterone の 低値を示 し，明 らか な

分泌異常を示 した ．高輝度型は progesterone の 相

対的増加傾向が認め られ た が，斑型同様有意差 は

認め られなか つ た．横山
7）は子宮内膜 を正常 ・遅

延 。促進 ・ 分離 ・ 解離の 五 つ の パ タ ー
ン を連 日の

progesterone 分泌 パ タ ー
ン で 分類比 較 した とこ

ろ ， 分離型 を示 す症 例に 正 estradiol ，高 proges−

terone 状態 に よ る腺成熟抑制症例を 示 し て い る

が ， 今回 の 高輝度型 に 近 い 症例 と考え られる． こ

れ ら内膜異常と ホ ル モ ン 値 と の 関連 に つ い て は さ

ま ざまな報告 が あ り
1）3）6）17）， リ セ プ タ ーを含め た

子宮内膜反応異常 の 存在も示 唆され る．

　本研究で の 子宮内膜採取は
一

掻 き掻爬 を用 い た

が，内膜全体 の 情報を得る に は全面掻爬が有用 で

あ る．特に 今回 の 斑型症例 に お い て は全面掻爬に
」

よ り異常組織所見の 見 落 と し が な くな る と思 わ

れ ， 非定型的子宮内膜 エ コ
ーパ タ ーソ 症例 に お い

て は 全面掻爬を施行すべ きで ある． しか し，全面

掻爬の 患者 へ の 侵襲は 一掻 ぎ掻爬 に 比べ 大ぎ く，

頻回 の 検査，全症例 へ の 実施は 困難な こ とも多い ．

した が つ て ， 全面掻爬適応症例 の ス ク リ
ー

ニ ン グ

に も超音波に よ る子宮内膜観察は有用で あ る と考

え る．ま た 非定型 的子宮内膜エ コ
ー
症例を 取 り扱

うに あた つ て は排卵 日の 確定を確実に 行 うた め
，

超音波 に お け る主席卵胞消失 の 確認 が 必須 で あ

る．なぜ な ら排卵 日の 確定が不 十分で あれ ば，高

輝度型 は datingの 亢進例 ， 低輝度型 は dating遅

延例 と判定す る危険性 が ある．

　以上 ， 経腟超音波断層法に て排卵 を確定後 ， 分

泌期早期 よ り超音波子宮内膜像変化を観察す る こ

と は 内膜 の反応異常に よる不 妊症 の 診断 ， ある い
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は 治療 に よ る 子宮内膜 の 反応性 の 判定 に 有用で あ

　る と考 えられた．
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